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　豪州では2012年以降、干ばつによる放牧環境の悪化を受けてと畜が進んだ後、エルニーニョ
現象の終息により牛群再構築が始まり、2015年半ばから牛肉生産の減少局面に入っているが、
十分な降雨に恵まれ、牛群再構築は順調に進んでいる。一方、輸出では、主要な輸出先である
米国と中国で、他の輸出国との競合が激化する中、高いスタンダードを遵守した質の高さをセー
ルスポイントとして、牛肉の高付加価値化を通じて、今後の輸出力の強化を図ろうとしている。

【要約】

日本にとって豪州は、米国に並ぶ主要な牛

肉輸入相手国である。特に、2003年に米国

でＢＳＥが発生して以降、米国産牛肉の輸入

禁止や月齢制限により豪州産牛肉が優位に立

ってきたが、米国産牛肉の輸出再開に伴い、

徐々に対日輸出量を減少させてきた。2015

年には、干ばつによる牛肉生産量の一時的な

増加や、円安豪ドル高の為替相場、日豪経済

連携協定（ＥＰＡ）発効による関税削減を背

景に、豪州産牛肉の対日輸出の減少に歯止め

がかかったが、2016年は、牛肉生産量の減

少により、輸出量も減少している。

本稿では、豪州における牛肉産業の概況に

ついて、農畜産業の概況、牛肉生産の仕組み

について述べた上で、需給や輸出、国内消費

の動向とその見通しについて紹介する。

なお、豪州の会計年度は７月～翌６月であ

り、為替レートは、１豪ドル＝ 79円（2016

年９月末日ＴＴＳ相場＝ 79.04円）を使用

した。また、豪州の州名の略称については、

図１の通り表記する。

１　はじめに

特集：世界の牛肉需給と肉牛・牛肉産業の状況

豪州の牛肉産業の概況
～牛群再構築と、高付加価値化による輸出力強化～

調査情報部　国際調査グループ
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豪州の農畜産業生産額が国内総生産に占め

る割合は1.7％と必ずしも高くないが、総輸

出額に占める割合は13.8％と、輸出産業の

中で重要な位置を占めている（表１）。また、

品目別では、牛・羊や生乳の占める割合が大

きく（図２）、これらの多くは、農地の大半

を占める牧草地などを利用した放牧によるも

のである。このため、ひとたび干ばつが発生

すると、放牧環境が悪化し飼養できる家畜の

頭数が限られ、と畜を進めて飼養頭数を削減

せざるを得ないことから、豪州の畜産業は、

気候の影響を受けやすい構造となっている。

図１　行政区分
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資料：機構作成

表１　農畜産業の概況

図２　2014/15年度の農畜産業粗生産額

資料：豪州農業資源経済科学局（ABARES）、豪州統計局（ABS）
　注：農場数は2015年６月末現在。

資料：ABARES
　注：牛、羊はともに生体輸出用を含む。

項　目 2014/15
年度 前年度比

（増減率）

農畜産業粗生産額 543.7 億豪
ドル 5.4 %

4.3 兆円

総生産額比 1.7 ％ ▲0.4 ポイ
ント

農畜産業輸出額 439.2 億豪
ドル 6.7 %

3.5 兆円

総輸出額比 13.8 ％ 1.4 ポイ
ント

農地面積 384,558 ヘク
タール ▲5.3 %

農場数 123,091 ▲4.2 %

農畜産業従事者数 123,265 人 ▲4.4 %

牛

羊

生乳

その他畜産物
小麦

大麦

その他農作物

総粗生産額： 億 万豪ドル

２　農畜産業の概況

（単位：億豪ドル）
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牛肉生産の流れを見ると、日本と比べて牧

草肥育牛が主流であることや、肥育期間が短

いといった特徴がみられるが、繁殖農家、育

成農家と肥育農家で分業されているという点

は共通している（図３）。

（１）肉用牛飼養動向

牛飼養頭数は、近年は概ね増加傾向で推移

してきたが、2012年後半以降、干ばつによ

って牧草生育環境が悪化し、と畜や生体輸出

が進んだことで減少し、2015年６月末現在

で2741万頭（このうち肉用牛は2460万頭）

となった（図４）。

図３　肉牛・牛肉生産の流れ（イメージ図）

図４　牛飼養頭数の推移

資料：現地情報を基に機構作成

資料：ABARES 
注１：各年６月末現在。
　２：乳牛を含む。

生
産
者
（
繁
殖
農
家
）

家
畜
市
場

家
畜
市
場

家
畜
市
場

食
肉
加
工
業
者
（
パ
ッ
カ
ー
）

Restocker

Feedlot

Stocker
Backgrounder

直接取引

直接取引

直接取引 直接取引

直接取引

直接取引

牧
草
肥
育
農
家

穀
物
肥
育
農
家

育
成
農
家

輸出 :国内
50 : 50

1500

2000

2500

3000

3500

1960 1965 1970 1975 1980 1985 1990 1995 2000 2005 2010 2015

（万頭）

（年）

世界的な

需要増
1979～ 第２次石油危機

1982～ 大干ばつ

1976年

3343万頭

1984年

2216万頭

2012～ 干ばつ

2015年

2741万頭

３　肉用牛・牛肉産業の基本的な姿



畜 産 の 情 報 　 2016. 1144

州別に見ると、図５の通り、ＱＬＤ州や 

ＮＳＷ州、ＶＩＣ州といった東部の３州が肉

用牛の飼養中心地域で、全体の８割近くを占

めている（図５）。地域によって気候条件な

どが大きく異なることから、その特性を生か

した肉用牛の飼養形態となっている（表２）。

（２）肉用牛生産の流れ

ア　繁殖
肉用牛生産は、大規模で粗放的なことが特

徴で、放牧地での放し飼いが主流であるが、

繁殖農家についても同様で、2000ヘクター

ル以上の広大な農場を家族のみで経営してい

るような場合も多い。ただし、南部の肉用牛

図５　州別肉用牛飼養頭数（2014年）
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資料：ABARESを基に機構作成 
　注：州別の頭数は、2014年６月末現在が最新のデータ。

表２　主な肉用牛の飼養形態

輸出用生体牛
牧草肥育牛 穀物肥育牛

北部 南部 国内向け 輸出向け
主な州・地域 NT北部 QLD州～ NT中部 NSW州、VIC州 QLD州南部～ NSW州

気候区分 熱帯 熱帯 温帯 温帯

品種 ブラーマンなど熱帯種
（高温、マダニ耐性）

ブラーマンなど熱帯
種やシャロレー、そ
れらの交雑など

アンガス、ヘレフォ
ードやそれらの交雑
など

アンガス、ヘレフォ
ードやそれらの交雑
など

アンガス、ヘレフォ
ードなど

（一部でＷＡＧＹＵ）
肥育経営の導

入時期
12 ～ 15カ月齢

180kg前後
12 ～ 15カ月齢

200kg前後
15カ月齢前後
280 ～ 350kg

15カ月齢前後
350 ～ 500kg

肥育期間
出荷体重

肥育もと牛：280 ～ 350kg
と畜場直行牛：400 ～ 500kg

北部で３～４年、南部で２年程度
国内向け：450 ～ 550kg
輸出向け：550 ～ 700kg

60 ～ 70日程度
450 ～ 490kg

枝肉重量
240 ～ 250kg

100 ～ 150日程度
640 ～ 700kg

枝肉重量
350 ～ 380kg

主な出荷先
用途

インドネシア：肥育もと牛
その他の国：と畜場直行牛

挽き材（米国や日本
国内向け）冷凍輸出

テーブルミート（主
にアジア、国内向け）
冷蔵輸出

７割がスーパー向け
外食向けは長期肥育
も

日本や韓国向け
（冷蔵）

飼養規模 大規模化が進展 企業資本による
大規模化が進展

経営規模は
比較的小さい 小規模農家は複合経営、大規模化も進展

資料：現地聞き取りなどを基に機構作成
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繁殖農家は比較的小規模である。離乳後は基

本的に放牧により牧草を採食させているが、

地域によっては、冬場に穀物を補助飼料とし

て給与する場合もある。また、育種用などの

ごく一部を除いて、人工授精はほとんど用い

られていない。農家によっては、耳標によっ

て出荷される子牛を管理している場合もあ

る。

なお、総肉用牛農家数は、豪州統計局 

（ＡＢＳ）によると、2015年現在で６万

6000戸程度とされているが、この20年で

２割近く減少しており、長期的には減少傾向

で推移している。

イ　家畜取引
2015年９月現在、122の家畜市場があり、

肉用牛の取引の50％が家畜市場を介して行

われている（2013/14年度）。家畜市場の

半数はＮＳＷ州、27％がＶＩＣ州、21％が

ＱＬＤ州と、飼養頭数の州別分布とは異なっ

た分布を示している（図６）。ＮＴなど北部

では、農家の経営規模が大きく、移動距離も

長いため、トラックで肥育農家や食肉加工業

者（以下「パッカー」という）などに直接納

入する取引（over the hook）が主流とな

っており、市場経由率はＮＴで３％、ＷＡ州

で24％と低くなっている。逆に、ＶＩＣ州

やＮＳＷ州などの南部では、比較的経営規模

が小さいこともあり、農家はエージェントに

委託して家畜市場に上場することが多く、市

場経由率は約７割を占めている。

図６　家畜市場の州別分布
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カ所

州
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州
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資料：豪州家畜市場協会を基に機構作成
　注：2015年９月現在。

写真１　�NSW州の種雄牛生産兼繁殖農家（2016年８月
訪問）。約2000ヘクタールの農場で、約200頭
の種雄牛と800頭のめす牛を飼育している。
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家畜市場は日本とは異なり、出荷した農家

ごとに、月齢や体重により、ペンと呼ばれる

群単位でまとめて売買され、生体１キログラ

ム当たりの金額で値付けされるのが一般的で

ある。

最近は、衛生面での規制強化に伴う運営コ

ストの増加により市場の統廃合が進んだこと

で、家畜市場１カ所当たりの収荷エリアは、

平均で300キロメートル圏に及ぶとのこと

である。購買人は、主に牧草肥育農家、穀物

肥育農家、パッカーの３者（他には育成農家

など）である。

2016年８月に訪問したＮＳＷ州アーミデ

ールの家畜市場は、設置は郡政府だが、運営

は民間に委託されている。セリは週１回（毎

週木曜日）に行われ、１回当たり平均1200

頭、ピーク時は2000頭近い肉用牛が、ペン

単位でセリにかけられるが、最近は、飼養頭

数の減少や保留傾向の高まりを受けて、500

頭程度まで減少している。取引価格は、200

キログラムの肥育もと牛（アンガス種）で、

生体１キログラム当たり4.20豪ドル（332

円）程度であった。アンガス種は、同20～

30豪セント（16～24円）程度、他の牛よ

り高い価格で取引されている。

一方、出荷農家と購入先（肥育農家やパッ

カー）との直接取引の場合、取引の頭数と時

期は予め決めておくものの、売買価格につい

ては、売買時の家畜市場での取引価格などを

もとに決めるのが一般的である。

なお、豪州における牛トレーサビリティ制

度にあたる全国家畜識別制度（ＮＬＩＳ）は、

牛の移動履歴情報だけが義務としてシステム

上に蓄積される（原則非公開）。ＮＬＩＳは、

ＥＵ向け牛肉の生産履歴証明を目的に、

1999年に任意制度として導入され、2006

年に全州で義務化された。出生の届け出は不

要であるが、農家からの家畜移動時に右耳へ

の耳標取り付けが義務付けられており、転出

先の農家が個体識別番号や移動元、移動先、

移動日をオンラインで入力する。家畜市場で

は、ゲート通過時に自動でデータが記録され

るのが一般的である。

データベース上では、移動履歴以外にも体

重の増減、投薬や疾病の履歴などを任意で記

録することもできるので、ＮＬＩＳを個体管

理や枝肉情報管理に役立てている肥育農家や

パッカーもある。

写真２　�NSW州の家畜市場（2016年2月訪問）。
高い位置に立っているセリ人と、ひ
さしの下で牛を見ながら購入意思を
示す購買人は、ペンごとに移動して
セリを進める。

写真３　�市場取引価格は豪州食肉家畜生産者
事業団（MLA）（注）が集計しており、
担当者が取引価格を入力する。セリ
の結果はMLAのウェブサイトで確認
できる。

（注） Meat & Livestock Australiaの略称。家畜取引の課徴金を財
源に、牛肉や羊肉の国内外での販売促進や研究開発、情報
収集を実施している。
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なお、肉用牛取引の指標とされている東部

地区若齢牛指標（ＥＹＣＩ）は、上昇傾向で

推移している（図7）。ＥＹＣＩは一般に、

降雨などにより肥育農家の飼養意欲が高まる

と上昇するとされている。最近では、降雨に

より牧草生育環境の改善が見込まれるとの見

通しにより、飼養意欲が高まったことから、

2016年８月には同700豪セント（553円）

の大台を突破し、９月末日現在、同717.25

豪セント（567円）となっている。

ウ　肥育
肥育は牧草肥育が一般的であり、東部一帯

を中心に行われている。これを南北にみると、

北部から中部（ＱＬＤ州）にかけてはブラー

マンなどの熱帯種とシャロレーなどの欧州種

との交雑が多い。気候が穏やかな南部（ＮＳＷ

州やＶＩＣ州）ではアンガスやヘレフォード

などの英国種の比率が高くなる。

一方、穀物肥育は、これまで輸出向けを中

心に行われてきた。豪州には約400のフィ

ードロットがあり、そのうち８割（６割が 

ＱＬＤ州、２割がＮＳＷ州）が東部の穀物生

産地域に集中的に立地している。家族経営が

９割以上を占めているが、家族経営でも、飼

養頭数が１万頭を超える大規模フィードロッ

トが増加している。小規模フィードロットは、

自ら穀物を生産するのに加え、子牛や羊の飼

養などとの複合経営も多くみられる。一方、

大規模フィードロットでは、自家生産だけで

は飼料調達が間に合わないため、外部調達に

依存していることが多い。

フィードロットで飼養される穀物肥育牛の

頭数は、ここ10年で約２割増加しているが、

図７　EYCIの推移

資料：MLA
注１： 東部地区若齢牛指標（EYCI）は、東部３州（QLD州、NSW州、VIC州）の主要家畜市場における若齢牛の加重平均

取引価格で、家畜取引の指標となる価格。肥育牛や経産牛価格とも相関関係にある。
　２：「直近５カ年平均」は、月ごとの平均値。
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写真４　�QLD州のフィードロットで肥育され
ている穀物肥育牛（2016年3月訪問）。
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豪 州 全 体 の 牛 飼 養 頭 数 の ３ ～ ４ ％ 程 度

（2015年６月末現在で95万6927頭、前年

比13.1％増）となっている。フィードロッ

トでの飼養期間は、国内向けの短期肥育の場

合60～70日程度、輸出向けの長期肥育の場

合は100～150日程度と、日本と比べて短

く、ＷＡＧＹＵなどごく一部のプレミアム牛

でも200～400日程度となっている。

（３）と畜

と畜場は、一般に加工場を併設し、大都市

や輸出港の周辺に集中している。輸出向けと

して認定されたと畜場は75あり、これらの

と畜場での牛肉生産量は、全生産量の85％

程度を占めているが、地方には、週間と畜頭

数が500頭未満の小さなと畜場も多く存在

している。以前は、公設のと畜場もあったが、

現在ではほとんどなくなっている。

大手のパッカーは、ブラジル資本のＪＢＳ

社（2014/15年度の豪州の食肉加工業全体

の売上高の16.5％）、米国資本のカーギル社

傘下のTeys社（同12.1％）、日本ハム系列

（4.0％）で、これら３者で食肉加工業全体

の売上高の３分の１を占めている。中でもＪ

ＢＳ社は、10カ所の加工場を有し、１日当

たりのと畜能力は8000頭に上る。最近は、

サプライチェーン上流の統合が行われてお

り、同社は５カ所のフィードロットを所有し、

収容能力は最大で15万頭に達する。

最近の動向についてパッカーに話を伺った

ところ、ピーク時は２交替制、週６日稼働で

牛肉を生産していたが、2016年に入り、週

間と畜頭数が前年同期比３割近く減少したた

め、特に牧草肥育牛のラインでは１交替制、

週３～４日程度まで稼働率が低下しており、

地方のパッカーを中心に人員整理や閉鎖の動

きもあるとのことであった。

豪州のパッカーは、人件費が米国などと比

べて高い上、環境問題やアニマルウェルフェ

アに対する消費者の意識が高く、世界最高水

準と自負する業界の自主規制（動物運搬時の

給餌・給水間隔からと畜時の気絶方法まで、

具体的な数値により細かく示されている）の

遵守に高いコストをかけていることから、こ

うした高コスト構造によって、豪州産牛肉の

海外市場での価格競争力が失われているとの

意見もある。豪州の食肉団体としては、今後

は低価格競争ではなく、むしろ「高いスタン

ダードを遵守した質の高い商品」として、海

外市場での攻勢を強めていきたいとしてい

る。

（１）牛肉生産

と畜頭数と牛肉生産量は、直近では2012

年後半以降の干ばつによる出荷増により増加

し、2014/15年 度 の と 畜 頭 数 は941万

9555頭（前年度比7.5％増）となった（図８）。

このうち穀物肥育牛は279万5989頭（同

5.9％増）と全体の29.7％を占めている。

月別と畜頭数は、2015年６月までは増加

傾向にあったが、７月に減少に転じ、2016

年６月以降は、降雨により牧草肥育農家を中

心に肉用牛の保留傾向が強まったことで急減

している（図９）。なお、１月や４月、12月

のと畜頭数は、年末年始やイースターに伴う

パッカーの休業により減少する傾向にある。

また、平均枝肉重量は、遺伝的改良や農

４　肉用牛・牛肉産業の最近の動向
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家の飼養管理技術の向上、フィードロット

導入頭数の増加、１頭当たり飼料摂取量の

増加により、増加傾向で推移している（図

10）。

図８　牛と畜頭数と牛肉生産量の推移

図９　牛と畜頭数の月別推移

図10　平均枝肉重量の推移

資料：ABS
　注：子牛を含まない。

資料：ABS
　注：子牛を含む。
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（２）生体牛輸出

豪州は、北部のＮＴを中心に、アジア地域

向けに生体牛の輸出も盛んである。輸出頭数

は、近年増加しており、2015年には120万

頭に達した。国別に見ると、インドネシア向

けが過半を占めているが、最近はベトナム向

けが増加している（図11）。インドネシア向

けは、肥育もと牛として280～350キログ

ラム程度の牛が、その他の国向けは、と畜場

直行牛として400～500キログラム程度ま

で肥育された牛が主に輸出されている。ただ

し、インドネシア向けは、同国政府により設

定される輸入頭数枠によって増減する。輸出

用生体牛は、熱帯地域の中でも特に他産業の

発達が乏しいＮＴ北部での生産が主で、肉質

は劣るものの熱帯気候やマダニに耐性のある

ボス・インディカスやブラーマンまたはそれ

らの交雑種が中心となっている。草地を利用

した大規模放牧が中心で、企業資本による大

規模化が進んでいる。

手順としては、輸出業者が農場を回って輸

出用の牛を買い付けた後、農家側が民営の検

疫施設にトラックで牛を運搬し、輸出業者に

引き渡すのが通例である。輸出業者は、輸出

先に応じて必要な検疫などを手配・実施し、

連邦政府の承認を得てから輸出する。生体牛

は、ダーウィンやタウンズビルなどの北部の

港湾から専用船で輸出されている（図12）。

ダーウィンからインドネシアまでは、６日程

度を要する。また、日本へは、主にブリスベ

ン港から、アンガスとＷＡＧＹＵの交雑種な

どの300キログラム未満の牛が、肥育もと

牛として、年間１万頭前後輸出されている。

また、乳用繁殖牛については、近年は年間

７万頭程度輸出されている。約８割が中国向

けであり、日本にも隔年で300頭程度の輸

出がみられている。これらは、酪農の盛んな

ＶＩＣ州南部のポートランド港から主に輸出

されている。

豪州では、国内での家畜取引において１頭

につき５豪ドル（395円、2016年９月末現在）

の課徴金を徴取しているが、生体輸出に際し

ては、国内取引とは別に、生体重１キログラ

ム当たり0.9523豪セント（0.75円、2016年

９月末現在）の課徴金を輸出業者から徴収し

ている。

例えば、300キログラムの肥育もと牛の

図11　生体牛（肉牛）の国別輸出頭数
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場合、課徴金額は１頭当たり約2.86豪ドル

（226円）となり、500キログラムのと畜場

直行牛の場合、課徴金額は同約4.76豪ドル

（376円）となる。

（３）牛肉輸出

牛肉輸出量は、2011年以降、世界的な需

要の増加を受けて増加傾向で推移し、2013

年および2014年は干ばつによる牛肉生産量

の増加により大幅に増加し、2014年には過

去最高となる128万7000トンを記録した

（図13）。しかし、2015年は生産量が減少

に転じたことから、128万5000トン（前年

度比0.2％減）とわずかに減少した。生産量

に占める輸出量の割合は、以前は４割程度で

あったが、近年は輸出需要の高まりを受け、

５割前後まで拡大している。

資料：豪州農務水資源省（DAWR）、MLA
　注：船積重量ベース。
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図12　主要な輸出港と牛肉、生体牛の輸出状況
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資料：MLA提供データを基に機構作成

図13　牛肉の種類別輸出量の推移
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輸出量の約８割を占める牧草肥育牛肉は、

米国向け、日本向けが多いが、2014年は、

米国での牛肉生産の減少に伴い、主として挽

き材向け需要が高まったことで大幅に増加し

た（図14）。牧草肥育牛肉の中でも冷蔵品は、

テーブルミートとして輸出されており、輸出

単価は、冷凍品の1.5～２倍程度と高めにな

っている。

一方、輸出量の２割前後を占める穀物肥育

牛肉は、日本向けが過半を占め、次いで韓国

向けが多くなっているが、近年は中国や台湾、

フィリピン、サウジアラビアなども増加して

いる（図15）。牧草肥育牛肉と異なり、テー

ブルミートとして多様な部位が輸出されてお

り（表３）、冷蔵品が約６割と過半を占めて

いるのも特徴である。

図15　穀物肥育牛肉の国別輸出量の推移

資料：DAWR、MLA
　注：船積重量ベース。

資料：DAWR、MLA
　注：船積重量ベース。
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図14　牧草肥育牛肉の国別輸出量の推移
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牛肉は図12の通り、ブリスベンやシドニ

ー、メルボルンといった、東部の生産地に近

接した大きな港湾からの輸出が多い。加工処

理された牛肉は、パッカーから港湾までトラ

ックで輸送されることが多いが、鉄道輸送に

ついても、一部で見直されつつある。

なお、国内出荷については、日本でいう卸

売市場は存在せず、パッカーで加工処理され

た牛肉は、小売店や食品産業へ直接出荷され

るのが一般的である。日本よりも小売業界の

寡占化が進んでおり、大手小売向けの出荷が

過半を占めている。

一人当たり牛肉消費量は、減少傾向で推移

しており、2014/15年度は29.3キログラム

（前年比7.6％減）となった（表４および図

16）。一方、鶏肉の消費量は、安価な小売価

格に支えられ、2005/06年度に牛肉の消費

量を上回り、2014/15年度は45.3キログラ

ム（同1.5％増）となった。近年、豪州の牛

肉生産量は増加してきたが、増加分の仕向け

先は輸出である。また、牛肉輸出需要の高ま

りに伴う輸出価格の高騰（図17）の影響も

あり、国内小売価格は急激に上昇している（図

18）。

表３　穀物肥育牛肉の部位別輸出状況（2015年）

部位名 輸出量
(トン） 割合 日本での部位名および 

主な用途

Brisket 32,426 12.3% かたばら 
小売（切り落とし）や給食、外食、食品加工など

Chuck Roll 26,969 10.2% かたロース 
小売（切り落とし）・外食など

Blade 22,895 8.7% うで 
小売（切り落とし・挽き材）

Silverside/Outside 19,870 7.5% そともも 
小売（ブロック）、食品加工（ローストビーフ）

Topside/Inside 15,202 5.8% うちもも 
小売（ブロック）、食品加工（ビーフジャーキー）

Striploin 14,376 5.5% サーロイン 
外食、スーパー（ステーキ）

Manufacturing 48,744 18.5% 挽き材 
外食、食品加工（ハンバーガー）

その他 83,159 31.5% −
計 263,641 100.0%

資料：DAWR、MLA
注１：船積重量ベース。
　２：「日本での部位名および主な用途」は、食肉加工業者への聞き取りなどを参考にした。

表４　一人当たり年間食肉消費量の日豪比較
（単位：キログラム／人・年）

牛　肉 豚　肉 鶏　肉 羊　肉 魚介類
豪　州 29.3 26.1 45.3 9.9 N/A 
日　本 5.8 12.2 12.6 N/A 25.8 

資料：ABARES（豪州）、農林水産省「食料需給表」（日本）
注１：豪州は2014/15年度、日本は2014年度（４月～翌３月）。
　２：牛肉には子牛肉を含む。羊肉はラム・マトンの合計。
   3 ： N/Aについては、データなし。

５　国内消費動向
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図16　豪州の１人当たり年間食肉消費量の推移

図17　牛肉の国別輸出価格の推移

図18　食肉の小売価格の推移

資料：ABARES
　注：牛肉には子牛肉を含む。羊肉はラム・マトンの合計。

資料：MLA
注１：日本向けは、グラスフェッド・チルド・フルセット。米国向けは、カウミート、90CL。
　２：月別価格を単純平均したもの。
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左上の牛ヒレ肉（牧草肥育牛）は1キログ

ラム当たり40.99豪ドル（100グラム当た

り324円）、右上の豚肉（ロース）は同20豪

ドル（同158円）左下の鶏肉（骨付きすね）

は同3.5豪ドル（同28円）強の価格で販売さ

れていた。

このほか、ステーキ用ランプ（もも）は同

20豪ドル（同158円）強、挽き肉は同10豪

ドル（同79円）前後と、ここ半年で同５～

10豪ドル（同40～79円）近く上昇した一

方で、豚肉と鶏肉は牛肉よりもかなり安価で

販売されていた（写真５）。なお、今回訪問

した小売店では、アニマルウェルフェアの基

準 を 満 た し て と 畜 し た 牛 肉 と 豚 肉 に、

「Livestock Welfare」という、業界の認証

ステッカーが貼付されていた。

国内で消費される牛肉は、牧草肥育牛が中

心である。代表的な調理方法は、ステーキや

ローストビーフ、スロークック（煮込み）で、

普段は価格の安いかたやももなどの部位を食

することが多い。穀物肥育牛については、従

来は主に輸出向けとされてきた長期肥育牛の

需要が、ハンバーガーやステーキ、焼肉など

の外食産業で高まってきた。また、短期肥育

牛については、スーパーではヒレやロイン、

チャック、ランプといったさまざまな部位の

アイテムが売られているが、品揃えはそれほ

ど多くはないという印象を受けた。

ＭＬＡは、課徴金を原資として、国外だけ

でなく、国内での販売促進も積極的に展開し

て お り、2015年 は「You're better on 

beef（牛肉を食べて健康になろう）」を合言

葉に、牛肉の健康面での価値を前面に出し、

主に女性向けのプロモーションを行った。具

体的には、店頭での試食提供やレシピ配布と

いった販売促進活動の実施やＣＭの放映、ソ

ーシャルメディアの活用などである。しかし、

鶏肉などとの小売価格の差が大きいこともあ

り、「市場シェアの維持」が精一杯とのこと

であった。 

写真５　�シドニーの大手小売の食肉売場で販売
されている精肉
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コラム　ＮＺの肉牛・牛肉産業の基本情報と今後の見通し

豪州の隣国であるニュージーランド（ＮＺ）でも、豪州と同様に牛肉生産が盛んで、輸出

志向型の放牧生産がみられる。豪州同様に農業立国で、国土面積（2680万ヘクタール）の

うち約５割（1393万ヘクタール）が農地である。人口は460万人であり、国内市場規模が

豪州よりもはるかに小さいため、農畜産業は貿易に依存した構造となっており、総輸出額に

占める農畜産物の割合は５割を越える。

肉用牛飼養頭数は、酪農業の動向と密接に関連している。2000年代に入って、乳価の上昇に

より肉用牛生産から酪農生産への転換が進み、肉用牛飼養頭数は減少を続けている（コラム図１）。

コラム図２　主要な肉用牛飼養地域

資料：Statistics NZ
注１：2015年６月末時点。
　２：全体に占める頭数シェアの高い地域を着色した。

資料：Statistics NZ
注１：2015年６月末時点。
　２：全体に占める頭数シェアの高い地域を着色した。
　Infoshareから、Subject categoriesで　Industry Sector→Agriculture→Variable by local council　を順に選択し
　左上（対象地域）はすべて選択、右上（ジャンル）は総飼養頭数（Total Beef Cattle）を選択し、出力。
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コラム図１　肉用牛と乳用牛飼養頭数の推移

資料：NZ統計局（Statistics NZ）
注１：各年６月末現在。
　２：1997～98年、2000～2001年はデータなし。
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2015年６月末現在の島別飼養頭数比は、北島：南島＝７：３となっており（コラム図２）、

南島のシェアはこの20年で10ポイント近く

増加している。品種では、アンガス種が全体

の約３割、ヘレフォード種やこれらの交雑、

ホルスタイン種がそれぞれ１割程度である。

放牧による牧草肥育が大半で、穀物肥育は、

南島にフィードロットが１カ所あるのみであ

る。肉用牛と肉用羊の複合経営が主流である。

これは、経営上のリスク分散に加えて、牛と

羊で採食時の草丈が異なることを利用して、

牧草地の使用効率を向上させる狙いがある。

肉用牛農家は約１万8000戸、１戸当たり飼

養頭数は約200頭である。

と畜頭数は、増加傾向で推移している（コラム図３）。子牛のと畜が増加しているが、こ

れは、酪農生産の拡大に伴い、乳用種雄子牛（いわゆる「乳オス」）のと畜が増加したため

である。なお、ＮＺでは、成牛まで肥育される乳オスは２割程度で、大半は生後４日間程度

でと畜される。

放牧を利用して低コストで生産された牛肉は、国内でと畜、加工処理された後、９割近く

が挽き材向けを中心として冷凍輸出されており、５割以上が米国向けに輸出されている（コ

ラム図４）。冷蔵牛肉の生産、輸出は限定的である。

主要なパッカーは、シルバーファーンファームズ（協同組合系、中国の大手食品メーカー

光明食品の子会社が株式取得）、アンズコ（伊藤ハム傘下、フィードロットを運営）、アフコ（国

内資本）、アライアンス（協同組合系）の大手４社で、食肉輸出シェアの８割以上を占めている。

コラム図３　牛と畜頭数と牛肉生産量の推移

資料：Statistics NZ 
注１：年度は10月～翌９月。 
　２：牛肉生産量は枝肉重量ベース、子牛を含まない。

（万頭）

（年度）

子牛

未経産牛

経産牛

去勢牛

雄牛

牛肉生産量（右軸）

（万トン）

コラム写真　�北島での肉用牛と肉用羊の混合
放牧の様子
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（１）生産

2012年後半以降、干ばつに伴い肉牛と畜

頭数が大幅に増加した反動で、牛飼養頭数は

大幅に減少した。豪州気象局によると、これ

まで乾燥気候の主因とみられていたエルニー

ニョ現象が終息し、今後は十分な降雨量が見

込まれるとのことから、ＭＬＡは、今後は南

部を中心に出生率の上振れが見込まれ、

2020年には2015年の飼養頭数水準まで回

復するとしている。

肥育もと牛価格は、降雨による牧草肥育農

家の肥育もと牛導入意欲の高まりに伴って上

昇を続けている。供給されるもと牛の頭数が

当面少ないことから、高値は継続すると見ら

れているが、一部では、価格が高すぎるとし

て導入を見合わせるといった動きもあること

から、価格はピークに達したと見る向きもあ

る。

と畜頭数については、ＭＬＡが発表した

2016年７月発表の見通しでは、2015 ／

16年度は740万頭と、同年１月時点の見通

し（760万頭）を下方修正している。牛肉

生産については、2015 ／ 16年度は前年度

比15.2％減の217万トン、2016 ／ 17年度

はさらに減少して206万トンと減少した後、

底を打って上向くとしている。

（２）輸出

ＭＬＡは、2015 ／ 16年度の牛肉輸出量

について、前年比で2割程度減少し、100万

トン程度となると見込んでいる。背景には、

ここ数年は、乳製品国際価格の下落に伴う乳用牛と畜の増加や、米国の牛肉生産減少に伴

う輸入需要の高まりを受け、牛肉生産量と輸出量はともに増加していたが、ＮＺ政府は、今

後は米国の輸入需要が落ち着くことで、増加傾向は一段落するとしている。

コラム図４　2014/15年度の牛肉国別輸出量

資料：Beaf and Lamb NZ
注１：年度は10月～翌９月。
　２：日本向けは｢北アジア｣に該当し、2014/15年度は約1万2000トンの輸出があった。

（単位：トン）

北米

北アジア

南アジア

中東
その他

６　今後の見通し
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生産量の減少に加えて、海外市場での需要減

や、肥育もと牛調達コストの増加に伴う価格

競争力の低下があるとみられている。2016

年７月発表の見通しによると、2016 ／ 17

年度には95万トンまで減少したのち、生産

の回復に伴って2017 ／ 18年度には増加に

転じ、2020 ／ 21年度には117万トンまで

回復するとしている。

中国市場では、ブラジル産の輸入が2015

年に解禁された。ブラジル産は、熱帯種中心

で、レアル安で推移する為替相場を追い風に

輸出価格は豪州産の半額程度であることか

ら、既に中国市場に参入しているウルグアイ

産も含めた競合が激しくなったため、豪州産

の輸入量は2016年以降大幅に減少している

（図19）。

また、米国市場でも、生産回復により輸入

需要が急速に低下している中、2016年にブ

ラジル産牛肉の輸入が解禁された。ブラジル

産は、関税割当枠の問題はあるが、20％強

の関税を払ってもなお価格競争力があるとみ

られるため、豪州産は苦戦を強いられる可能

性が高いとされている。

日本市場では、米国産の価格が生産量の回

復で低下傾向で推移している上、豪州産の価

格が上昇したことから、日豪ＥＰＡによる関

税差を考慮してもなお、米国産牛肉と同等、

もしくは米国産牛肉の方が安価になると見る

向きもある。一般に、米国産の穀物肥育牛の

方が豪州産よりも若齢でと畜されるため味に

癖が少なく、また、肉質が安定していて大口

の需要にも対応しやすいことから、今後、仕

入先を米国へ切り替える（戻す）動きが出て

くると予想される。

東南アジアでは、自由貿易協定などによる

関税削減や、豪ドル安で推移する為替相場に

よる優位性こそあるものの、今後も競争力を

維持していくためには、価格以外での訴求力

の向上が不可欠となるとみられる。

図19　中国の国別月別牛肉輸入量の推移
（万トン）

（年 月）

豪州

ウルグアイ

ブラジル

その他

資料：｢Global Trade Atlas｣
注１：HSコード：0202（冷凍牛肉）。
　２：中国の牛肉輸入は大半が冷凍で、冷蔵は豪州から毎月1000トン程度輸入されるのみである。
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豪州の牛肉産業は、干ばつなどの気候変動

により生産量が大きく増減する上、主要な輸

出先の需要動向の影響も受けやすい。近年は、

アニマルウェルフェアや環境問題への対応、

人件費上昇の影響から、生産コストが増加す

る一方、南米諸国などの輸出増により海外市

場での価格競争力が失われつつあるという問

題も生じている。牛肉業界では、ブラジル産

やウルグアイ産には価格面で太刀打ちできな

いことから、中国市場での苦戦は避けられず、

今後は、コモディティ商品としてではなく、

高いスタンダードを遵守した質の高さをセー

ルスポイントとして、高付加価値商品の市場

で勝負していかなければならないとみてい

る。

日本から見ると低コストである豪州が、競

争力を維持するために高付加価値化に取り組

むことにより、どのように牛肉産業を維持・

発展させていくかが注目される。

７　おわりに
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